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Ⅰ．はじめに


































































































民）の状況’ に関する 4項目、‘自立支援活動’ に関する
4項目、‘学生の思い’ に関する 4項目、‘看護学生として





































































































































































































































































































計 5つのカテゴリー 20 項目のキーワードが抽出された。
それぞれの項目は、被災地・被災者を中心とした自立支
援活動、住民（被災者）とのコミュニケーションによっ
て生じる活動の意味づけ、デブリーフィングを含めたメ
ンバー間の相互作用に関連付けられた。仮設住宅におけ
るボランティア活動には、良き聴き手としての役割、看
護過程と同じ問題解決思考を必要とするため、専門的な
知識・援助技術・対人スキルを学んでいる看護学生が有
用な人材になるのではないかと考えられた。
　最後に、学生の未熟な手技や会話に笑顔でお答え下
さった被災地の皆様、苦しい体験や気持ちを語っていた
だいた応急仮設住宅の皆様、ボランティア活動の調整を
してくださいました特定非営利法人レスキューストック
ヤード並びにいわてGINGA-NETの皆様に心より感謝
申し上げます。
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